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銅
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス 

 

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
に
出
展 

銅
内
外
装
材
の
美
し
さ
に
注
目
あ
つ
ま
る 

　
去
る
十
一
月
十
一
〜
十
四
日
の
四
日
間
、東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で「Japan 

H
om
e Show

 2003

」が
開
催
さ
れ
た
。日
本
最
大
規
模
の
住
宅
関
連

専
門
展
示
会
で
あ
る
同
展
示
会
に
は
、建
設
業
者
や
設
計
事
務
所
、ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
会
社
な
ど
の
建
築
関
係
者
を
中
心
に
、

約
九
万
人
の
来
場
者
が
つ
め
か
け
た
。 

　
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
展
示
会
に
、銅
板
・
条
の
普
及
促
進
の
一
環

と
し
て
出
展
。「
新
感
覚
の
銅
イ
メ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
、内
外
装
用
の

銅
製
品
や
屋
根
用
銅
板
、銅
と
い
な
ど
を
展
示
し
た
。な
か
で
も
現
在
、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー（
　
　 

）の
ホ
テ
ル「
ミ
ラ
コ
ス
タ
」の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
設
置
さ
れ
て
い
る
銅
製
シ
ェ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
、ブ
ー
ス
内
に
一
部
製
作

し
て
展
示
し
、注
目
を
あ
つ
め
た
。
併
せ
て
ブ
ー
ス
内
で
は
、環
境
に
や

さ
し
く
、意
匠
性
、施
工
性
、衛
生
性
、経
済
性
に
す
ぐ
れ
た
銅
の
特
性

に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
行
わ
れ
、来
場
者
の
関
心
を
あ
つ
め
た
。 

  

ビ
デ
オ『
銅
と
抗
菌
』が
完
成 

最
新
の
試
験
結
果
と
と
も
に 

銅
の
抗
菌
力
を
く
わ
し
く
紹
介 

　
こ
れ
ま
で
も
銅
の
抗
菌
力
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
　
　
ツ
ー
ル
を
制
作
し
、多

く
の
人
々
の
関
心
を
あ
つ
め
て
き
た
が
、

こ
の
た
び
銅
の
抗
菌
力
を
く
わ
し
く
紹

介
し
た
ビ
デ
オ
『
銅
と
抗
菌
』
を
作
成
し

た
。
内
容
は
、海
洋
遺
物
保
存
に
役
立
て

ら
れ
る
銅
ネ
ッ
ト
の
防
虫
効
果
や
黄
色
ブ

ド
ウ
球
菌
に
対
す
る
銅
の
抗
菌
作
用
、病

原
性
大
腸
菌
〇 

一
五
七
に
対
す
る
銅
の

抗
菌
作
用
、レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
抗
菌
試
験
結

果
、ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
に
対
す
る

銅
イ
オ
ン
の
効
果
、管
種
別
抗
菌
試
験
に

お
け
る
銅
配
管
の
優
位
性
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
へ
の
銅
の
効
果
に
関
す
る
研
究
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
実
験
の
結
果
か
ら
実
証
さ

れ
た
銅
の
抗
菌
効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
る
。
特
に
新
し
く
実
証
さ
れ
た
レ
ジ
オ

ネ
ラ
菌
や
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
に
対

す
る
銅
の
抗
菌
作
用
な
ど
の
最
新
の
試

験
結
果
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い

る
。 

ご
希
望
の
方
は
、日
本
銅
セ
ン
タ
ー
ま
で 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
先
　 

　
　
　
〇
三
ー
三
八
三
六
ー
八
八
ニ
一 

　
去
る
二
月
、国
際
銅
協
会（ 

　
　
）が
日
本
銅

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、日
本
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
活
躍
す
る
銅
製
品
の
視
察
や
、日
本
銅
セ

ン
タ
ー
と 

　
　 

関
連
事
業
に
関
す
る
意
見
交

換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。 

●
　
　   

関
連
事
業
に
関
す
る
意
見
交
換 

　
　
　 

プ
レ
ジ
デ
ン
ト Francis J. K

ane 

氏
、米
国

銅
セ
ン
タ
ー John G

. C
ow
ie 

博
士
、　
　  

技
術
部

長 H
al M

. Stillm
an 

氏
は
、日
本
銅
セ
ン
タ
ー
と 

　

　  

関
連
事
業
に
関
す
る
意
見
交
換
や
国
内
関
係
業

界（
メ
ー
カ
ー
）と
の
交
流
を
図
っ
た
。 

　
ま
た
甲
南
大
学
・
杉
本
教
授
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
へ

の
銅
の
効
果
に
関
す
る
研
究
や
京
都
・
森
本
錺
金
具

製
作
所
に
お
け
る
銅
お
よ
び
銅
合
金
を
使
用
し
た
錺

金
具
の
製
作
を
見
学
し
た
。
そ
の
他
に
も
関
西
大
学

工
学
部
や
富
士
電
機
モ
ー
タ
ー（
株
）、（
社
）日
本
電
機

工
業
会
、経
済
産
業
省
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
訪
問
し
た
。 

●
銅
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法
の
視
察 

　
　
　 

ア
ジ
ア
地
区
技
術
部
長 C

olin M
ay 

氏
は
、

給
排
水
衛
生
・
空
調
設
備
設
計
施
工
業
・（
有
）タ
ル
ヤ

設
備
工
業
所
を
訪
問
し
た
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
に
十

数
件
の
銅
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法
施
工
実
績
を
持
ち
、現
場

に
お
け
る
銅
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法
の
優
位
性
に
つ
い
て
、

C
olin 

M
ay 

氏
に
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、 C

olin 
M
ay 

氏
は
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
と
も
交
流
、意
見
交
換

を
行
っ
た
。 

国
際
銅
協
会
（ 

　
　
　
）と 

積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る 
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 （有）タルヤ設備工業所を訪れたColin May氏 ICAと日本銅センターはICA関連事業に関する意見交換を行った 
ICAは、京都・森本錺金具製作所において文化
財保存技術保持者（森本安之助氏）と交流した 
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テ
レ
ビ
番
組『
よ
う
こ
そ
銅
の
不
思
議
旅
へ
』が 

全
映
協
の
短
編
・
　
　
部
門
・
優
秀
賞
を
受
賞 
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■
編
集
手
帖
■ 

■ 

編
集
　（
株
）ピ
ー
・
ア
ー
ル・
オ
ー 

「
銅
」
第
一
五
八
号 

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
人
・
横
井 

弘
明 

発
行
所
・
社
団
法
人
日
本
銅
セ
ン
タ
ー 

　
東
京
都
台
東
区
上
野
一-

一
〇-

一
〇（
う
さ
ぎ
や
ビ
ル   

　  

） 

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
三（
三
八
三
六
）八
八
二
一 

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
〇
三（
三
八
三
六
）八
八
二
八 

　
関
西
事
務
所 

　 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
三-

一-

三
五 

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
六（
四
八
〇
〇
）八
六
三
九 

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
〇
六（
四
八
〇
〇
）八
六
四
一 

無
断
転
載
禁 

春
爛
漫
。新
た
な
息
吹
が
芽
生
え
る
。 

新
生
の
始
ま
り
と
の
感
に
思
い
を
馳
せ
る
今
日
こ
の
頃
。 

小
生
も
本
誌
・
編
集
デ
ス
ク
を
受
け
は
や
八
年
に
入
り
ま
す
。 

若
芽
の
ご
と
き
感
性（
無
理
？
）を
反
映
し
た
本
誌
に
す

べ
く
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
読
者
の
み
な
さ
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
こ
こ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
が
あ
っ
た
。―
住
友
金
属
鉱
山
・

東
予
工
場 

“熱
と
力
”の
熱
き
思
い
が
青
年
の
息
吹
と
な
っ
て
所
内
を

駆
け
め
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、所
内
の
通
り
名
・
掲
示

な
ど
に
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。そ
の
ハ
イ
セ

ン
ス
な
ア
イ
デ
ア
に
素
直
に
マ
イ
ッ
タ
。 

▼
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
“銅
”。「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ

う
」
と
い
う
社
運
を
か
け
た
ト
ッ
プ
の
決
断
。
今
世
界
に

羽
ば
た
く
実
績
に
。 

　
　
　
　
編
集
デ
ス
ク
　
斉
藤 

久
嘉（
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
） 

〈
委
員
長
〉
増
木
孝
美（
古
河
電
工
） 

〈
委
員
〉
鉱
山
／
増
田
勝
彦（
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
） 

高
橋
渉（
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
カ
パ
ー
）永
田
禎
彦（
日

本
鉱
業
協
会
）伸
銅
／
富
家
将
之（
三
菱
伸
銅
）

馬
場
一
憲（
神
戸
製
鋼
）松
坂
和
則（
日
本
伸
銅
協

会
）電
線
／
湯
谷
彰（
フ
ジ
ク
ラ
）宮
田
充（
日
本

電
線
工
業
会
） 

「
銅
」
誌
編
集
委
員
会
 

『
新
・
銅
と
衛
生
』 

『
銅
板
屋
根
構
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
刊
行 

　
こ
の
ほ
ど
、銅
お
よ
び
銅
製
品
に
関
す

る
新
し
い
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
た
二
冊

子
が
改
訂
、発
刊
さ
れ
た
。 

　
『
新
・
銅
と
衛
生
』
は
、日
常
生
活
で
銅

と
の
触
れ
あ
い
が
多
い
銅
管
と
銅
イ
オ
ン
、

銅
板
屋
根
と
緑
青
、銅
食
器
の
取
扱
等

の
衛
生
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、銅
と
衛
生
に
関
す
る

最
新
情
報
、銅
と
健
康
、銅
の
微
量
金
属

作
用
、銅
・
緑
青
の
学
術
研
究
実
験
報
告

書
な
ど
、最
新
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

　
『
銅
板
屋
根
構
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
は
、こ

れ
ま
で
屋
根
工
事
の
基
準
と
な
っ
て
き
た

日
本
建
築
学
会
の
屋
根
工
事
仕
様
書（
　

　
　
　 

）が
十
余
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ

た
。
内
容
を
含
み
、屋
根
各
部
の
細
部
ま

で
記
述
、ま
た
銅
屋
根
の
一
般
的
お
よ
び

専
門
的
な
　
　
　
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

実
務
の
手
引
き
と
し
て
活
用
で
き
る
利

便
性
の
高
い
編
集
構
成
と
な
っ
て
い
る
。 

 『
新
・
銅
と
衛
生
』 

　
定
価
三
千
円（
税
込
） 

改
訂
『
銅
板
屋
根
構
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
』 

　
定
価
二
千
円（
税
込
） 

　
去
る
十
一
月
二
十
八
日
、東
北
六
件
の
テ
レ
ビ
局
を
通
じ
て
放
映
さ
れ
た

『
よ
う
こ
そ
銅
の
不
思
議
旅
へ
』
が
、全
国
地
域
映
像
団
体
協
議
会
の2003

全
映
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
優
秀
作
品
発
表
会
で
、短
編
・
　
　
部
門
の
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。
全
国
地
域
映
像
団
体
協
議
会（
全
映
協
）は
全
国
十
地
域（
北

海
道
、東
北
、関
東
、中
部
北
陸
、大
阪
、中
四
国
、九
州
、沖
縄
）の
映
像
制

作
社
で
構
成
す
る
団
体
で
、参
加
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
数
は
三
百
社
あ
ま
り
。
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、番
組
、　
　（
ビ
デ
オ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）、　
　
の
三
分
野

で
総
数
六
百
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。こ
の
賞
は
、テ
レ
ビ
番
組
の「
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
賞
」
、　
　
の「
全
国
　
　
　
賞
」に
次
ぐ
も
の
で
、優
秀
賞
は
産
業
振

興
に
寄
与
し
た
作
品
に
贈
ら
れ
る
。 

5 
F

『ようこそ銅の不思議旅へ』が全映協の
短編・VP部門・優秀賞を受賞（受賞先は
番組編集を行った東北朝日プロダクション） 
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